
問　

本
市
の
財
政
構
造
に
お

け
る
歳
入
に
つ
い
て
、
新
た

に
自
主
財
源
を
確
保
す
る
ア

イ
デ
ィ
ア
は
な
い
か
。

答　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
霧
島
市
広
告
事

業
実
施
要
綱
を
制
定
し
、
広

報
誌
へ
の
広
告
掲
載
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
バ
ナ
ー
広
告

な
ど
を
実
施
す
る
と
共
に
、

未
利
用
財
産
の
利
活
用
及
び

処
分
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
て
い
る
。

問　

財
政
調
整
に
利
用
可
能

な※

３
基
金
が
、
現
状
の
１

５
７
億
円
か
ら
令
和
３
年
度

に
半
減
し
、
令
和
７
年
度
に

は
更
に
1/4
に
激
減
す
る
見
込

み
の
よ
う
だ
が
、
「
持
続
可

能
な
健
全
財
政
」
と
言
え
る

の
か
。

答　

収
支
不
足
額
へ
の
対
応

や
大
規
模
な
普
通
建
設
事
業

費
等
へ
の
活
用
に
よ
り
、
３

基
金
が
大
き
く
減
少
す
る
見

込
み
を
立
て
て
い
る
一
方
、

予
測
が
で
き
な
い
大
規
模
災

害
や
経
済
状
況
の
悪
化
等
に

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
一

定
の
残
高
を
確
保
し
て
お
く

こ
と
の
必
要
性
を
掲
げ
て
い

る
。
今
後
の
基
金
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

に
後
継
の
計
画
等
に
お
い
て

示
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

※

３
基
金

財
政
調
整
基
金
、
減
債
基

金
、
特
定
建
設
事
業
基
金

問　

伐
採
届
の
要
綱
が
見
直

さ
れ
た
が
、
違
法
伐
採
等
が

解
消
さ
れ
る
の
か
。

答　

従
来
の
森
林
法
の
届
け

に
加
え
、
令
和
２
年
１
月
か

ら
「
搬
出
経
路
等
が
確
認
で

き
る
書
類
、
登
記
簿
謄
本
、

住
民
票
、チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

関
係
者
と
の
協
議
書
類
」
等

の
提
出
を
求
め
て
お
り
、
今

後
は
森
林
盗
伐
や
誤
伐
等
の

未
然
防
止
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

い
き
い
き
チ
ケ
ッ
ト
支
給
事

業
の
は
り
・
き
ゅ
う
等
利
用

券
の
活
用
策
は
十
分
か

問　

は
り
・
き
ゅ
う
、
あ
ん

ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
の
利
用
率

が
低
い
。改
善
策
は
あ
る
か
。

ま
た
、
不
正
利
用
も
あ
る
と

聞
く
が
そ
の
対
策
は
ど
う

か
。

答　

今
回
新
た
に
訪
問
に
よ

る
施
術
を
対
象
に
加
え
る
こ

と
で
、
利
用
率
の
向
上
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
不
正
利
用

に
つ
い
て
は
、
利
用
す
る
際

に
押
印
又
は
署
名
を
さ
せ
、

チ
ケ
ッ
ト
の
不
正
利
用
防
止

に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
農
地
の
目
的
外
使
用
に
つ

　

い
て

問　

合
併
し
て
15
年
目
を
迎

え
る
が
旧
１
市
６
町
の
現
状

と
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少

対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

国
分
・
隼
人
の
人
口
は

増
加
し
て
い
る
が
、
溝
辺
・

横
川
・
牧
園
・
霧
島
・
福
山

の
５
地
区
は
減
少
し
て
い

る
。
対
策
と
し
て
移
住
・
定

住
の
促
進
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
整
備
に
加
え
、
新
年
度

よ
り
家
賃
補
助
等
の
拡
充
を

提
案
し
て
い
る
。

問　

執
行
部
に
対
す
る
不
満

も
多
く
聞
く
が
原
因
は
何

か
。

答　

要
望
等
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
庁
内
横
断
的
に
課
題

解
決
を
図
っ
て
い
る
た
め
時

間
を
要
し
不
満
に
繋
が
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

市
税
等
の
滞
納
状
況
は

問　

市
税
等
の
滞
納
状
況
は

ど
う
か
。

答　

市
税
全
般
で
現
年
度
と

過
年
度
の
合
計
で
４
億
７
６

６
４
万
５
千
円
、
国
保
で
３

億
６
０
９
１
万
円
、
市
営
住

宅
で
１
億
４
４
５
４
万
４
千

円
、
水
道
使
用
料
で
５
０
９

９
万
、
学
校
給
食
費
で
４
９

２
３
万
８
千
円
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
使
用
料
で
８
４
４
万

６
千
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
で
４
６
５
万
４
千
円
で

あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
生
活
保
護
の
状
況
に
つ
い

　

て

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
18
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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宮
田
　
竜
二  

議
員

新
橋 

　
実  

議
員

霧
島
市
経
営
健
全
化
計
画

︵第
３
次
︶の
見
通
し
は

伐
採
届
の
新
し
い
要
綱
で

霧
島
市
の
森
林
を
守
ろ
う

下
深
迫 

孝
二  

議
員

地
域
格
差
を
生
ま
な
い

行
政
運
営
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

申
請
か
ら
認
定
ま
で
の

期
間
は
、
30
日
以
内
と
さ
れ

て
い
る
。
認
定
有
効
期
間
の

延
長
・
審
査
の
簡
素
化
を
実

施
後
に
日
数
短
縮
効
果
は

あ
っ
た
か
。

答　

認
定
期
間
の
延
長
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
要
介

護
認
定
件
数
が
減
少
し
、
一

次
判
定
ま
で
の
期
間
は
短
縮

し
た
。
姶
良
・
伊
佐
地
区
介

護
保
険
組
合
の
担
当
職
員
と

情
報
を
共
有
し
、
全
体
の
期

間
短
縮
に
努
め
て
い
く
。

全
天
候
型
こ
ど
も
館
の
市
場

性
の
分
析
を

問　

共
働
き
の
増
加
に
よ
り

小
学
生
連
れ
や
土
日
の
利
用

希
望
が
あ
る
。
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
問
題
や
施
設
の
狭

さ
、
天
井
高
等
の
制
約
に
よ

り
大
型
遊
具
が
あ
ま
り
置
け

な
い
な
ど
、
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ

チ
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

バ
ス
の
交
通
な
ど
も
考

え
て
い
く
。
設
置
に
あ
た
っ

て
は
、
可
能
な
限
り
、
子
育

て
世
代
の
参
画
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
る
。
遊
具
に
つ

い
て
は
一
度
に
使
え
る
の
は

50
組
ほ
ど
と
考
え
て
お
り
、

安
全
の
た
め
に
利
用
制
限
の

仕
組
み
な
ど
も
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
保
育
人
材
バ
ン
ク
に
つ
い

　

て

問　

陵
南
小
学
校
で
は
、
平

成
25
年
か
ら
、
プ
レ
ハ
ブ
校

舎
で
の
授
業
が
続
い
て
い

る
。
新
校
舎
の
増
築
は
で
き

な
い
か
。

答　

現
在
、
普
通
ク
ラ
ス

１
、
特
別
支
援
ク
ラ
ス
２
部

屋
で
プ
レ
ハ
ブ
教
室
で
の
授

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
令
和

２
年
度
は
、
普
通
ク
ラ
ス
は

本
館
で
の
授
業
が
可
能
で
あ

る
。
令
和
３
年
度
を
ピ
ー
ク

に
、
児
童
数
は
緩
や
か
に
減

少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
校
舎
の
増
築

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

市
政
施
行
記
念
事
業
で
郷
土

誌
の
編
さ
ん
を

問　

本
年
で
合
併
15
年
を
迎

え
る
。
合
併
前
の
旧
市
町
で

は
郷
土
誌
が
編
さ
ん
さ
れ
て

い
る
。
霧
島
市
の
郷
土
誌
を

編
さ
ん
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答　

先
人
た
ち
が
つ
く
り
上

げ
た
本
市
の
歴
史
と
歩
み
を

振
り
返
り
、
次
世
代
に
「
ふ

る
さ
と
霧
島
」
を
継
承
し
て

い
く
契
機
と
な
る
。
編
さ
ん

体
制
を
含
め
検
討
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
公
共
施
設
管
理
計
画
に
つ

　

い
て

・
備
品
管
理
に
つ
い
て

問　

最
近
大
量
発
生
し
て
い

る
猿
の
群
れ
が
、
人
や
農
作

物
に
危
害
を
加
え
る
恐
れ
が

あ
る
が
、
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

群
れ
の
数
や
頭
数
、
行

動
範
囲
が
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
本
年
３
月
に
は
近

隣
の
１
市
２
町
と
情
報
を
持

ち
寄
り
、
広
域
的
な
猿
の
生

息
状
況
の
把
握
に
向
け
た
作

業
を
行
う
予
定
。
住
民
自
ら

が
対
策
可
能
な
、
猿
を
集
落

に
寄
せ
付
け
な
い
対
策
な
ど

を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
周
知
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

火
葬
料
金
の
格
差
是
正
を

問　

ひ
し
か
り
苑
の
火
葬
料

金
値
上
げ
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
処
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

本
市
が
管
理
す
る
火
葬

場
で
あ
る
国
分
斎
場
の
利
用

者
と
の
間
に
生
じ
る
格
差
を

是
正
し
、
実
質
的
な
負
担
が

同
額
に
な
る
よ
う
、
差
額
を

本
市
が
負
担
す
る
経
費
を
、

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

・
伊
佐
北
姶
良
環
境
管
理
組

合
の
協
議
の
現
状
に
つ
い

て
・
特
認
校
の
支
援
に
つ
い
て

・
肥
薩
線
の
利
用
促
進
等
に

つ
い
て

山
口
　
仁
美  

議
員

松
元 

　
深  

議
員

要
介
護
認
定
ま
で
の
期
間

短
縮
を

陵
南
小
学
校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎

は
い
つ
ま
で
続
く
の
か

愛
甲
　
信
雄  

議
員

正
し
い
猿
害
対
策
で
安
心

な
暮
ら
し
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で
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